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第１部 1章【画面構成】 第１部 1章【画面構成】

デスクトップにある [AutoCAD LT 2022] のアイコンをダブルクリックします。

②［スタート ] から起動する －  [AutoCAD LT 2022 - 日本語 (Japanese)] をクリックします。

［AutoCAD LT 2022] の起動

2

1

第 1 節 AutoCAD LT 2022 の起動と終了

AutoCAD LT 2022 を起動する

起動

1

[ 最新 ] ページ

①   開く  [ ファイルを開く ][ シートセットを開く ][ サンプル図面を参照 ] 等 
 すでに作成済みの図面を選択します。

②   新規作成  新しく図面を作成するときのテンプレートを選択します。
 またシートセットの作成は、この作成ウィザードを使用します。

③   最近使用したファイル
 直近で使用したファイルが表示されます。 
  ボタンは図面、  ボタンは文字で履歴が表示されます。

［開く ... ][ 新規作成 ]3

[ 開く ...][ 新規作成 ]
①  ファイルを開く ...  既存の図面 (dwg , dxf , dwt) を開きます。
②  シートセットを開く ...  シートセット (dst) を開きます。
③  サンプル図面を参照 ...  Autodesk 提供のサンプル図面 (dwg , dxf , dwt) を開きます。
④  acadltiso.dwt  直近で使用したテンプレート ファイルが表示されます。
⑤  テンプレートを参照 ...  上記のテンプレート以外のテンプレートのフォルダを開きます。
⑥  シートセットを作成 ...  シートセット (dst) を新規に作成します。

起動

新規図面の初期画面 ( 赤枠の中が作図領域 )

［最新 ] ページ

①［ショートカット ] から起動する

下図は AutoCAD LT 2022 のスタート画面です。このスタート画面には 3 つのページがあります。 

最初に表示されるのは、[ 最新 ] ページです。他のページを開くには [Autodesk Docs] や [ 学習 ] を

指示します。

 

　プルダウンメニュー（ドロップダウンリスト）からは、

　既存のファイル (dwg , dxf , dwt) やシートセット (dst) を 

　開きます。 

　また、Autodesk が提供するサンプル図面を利用できます。

1

2

3

4

5

6

1

2

3

 

　プルダウンメニュー（ドロップダウンリスト）からは、 

　直近で使用したテンプレートファイルが表示されます。

　ここに表示されていないテンプレートを使用するときは、

　[ テンプレートを参照 ...] から他のテンプレートを選びます。 

　また、Autodesk のサイトからテンプレートをダウンロード

　して使用できます。

　[ シートセットを作成 ...] では、作成のウィザードに従って

　シートセットを作成できます。

[ 開く ...]

[ 新規作成 ]
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第１部 2章【基本操作】 第１部 2章【基本操作】

基
本
操
作

基
本
操
作

画面の一番下にあるステータスバーの左端に現在の座標値が表示されます。
作図画面内でマウス カーソルを動かすと、カーソルの位置に従ってステータス バー内の 
座標値も変化します。

Ｘ座標値　，　Ｙ座標値
常に原点（0，0）からの水平、垂直の距離を入力します。

距離　＜　角度
常に原点（0，0）からの距離と角度を入力します。

第1節 基本操作

座標系の種類

絶対座標座標系の種類

1

＜線の開始＞：　20,30 (P1)

＜次の点＞：　    40,60 (P2)

＜次の点＞：　    90,90 (P3)

右クリック

ダイナミック入力　[ オフ ]

ダイナミック入力　[ オン ]

＜線の開始＞：　  20,30

＜次の点＞：　    #40,60

＜次の点＞：　    #90,90

右クリック

＜線の開始＞：　0,0

＜次の点＞：　   100<45

右クリック

＜線の開始＞：　  0,0

＜次の点＞：　   #100<45

右クリック

ダイナミック入力　[ オフ ]

ダイナミック入力　[ オン ]

P1( 20 , 30 )

P2( 40 , 60 )

P3( 90 , 90 )

始点

終点

座標系

①
 AutoCAD LT では、ワールド座標系 (WCS [World Coordinate System]) とユーザー座 

 標系 (UCS [User Coordinate System]) の２種類の座標系を使用することができます。

②
 既定値ではワールド座標を使用するように設定されており、作図画面内に上の様な 

 [UCS アイコン ]( 赤丸 ) と呼ばれるＸＹの軸アイコンが表示されます。

③
 各軸の方向に従い、Ｘ ( 水平 ) の方向がＸ軸、Ｙ ( 垂直 ) の方向がＹ軸、 ユーザーの 

 視点から見た奥行き方向 ( ＸＹ平面に垂直 ) がＺ軸となります。　

④

 Ｘ軸とＹ軸の交わる点が原点 ( 0，0，0 ) となり、原点から X Y の文字の方向に移動 

 するに従って座標値が大きく ( ＋の値 ) なり、反対に移動するに従って座標値は 

 小 さく ( － の値 ) なります。

絶対座標

絶対極座標
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第１部 3章【図面設定】 第１部 3章【図面設定】

図
面
設
定

図
面
設
定

第1節 図面設定

[ アプリケーション メニュー ] -> [ オプション ] -> [ ファイル ]1

 アプリケーションメニュー  [ アプリケーション メニュー ] -> [ オプション ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [ オプション ]
 コマンド  Options

オプション [Options]（ファイル）1

オプション ( ファイル )オプション ( ファイル )

[ ファイルの保存場所を指定 ]

①  サポート ファイルの検索パス

 プログラムやフォント、ハッチングなどのファイルの保存場所を指定します。

 上記のファイルを使用するときは、ここで指定されたフォルダの中を順番に探していきます。

 ファイルが [ サポート ファイルの検索パス ] に無いときは、エラーメッセージが出ます。

 

 検索パスを追加する場合は、[ 追加 ] ボタンを押して [ 参照 ] ボタンからパスを指定します。

　 　

②  自動保存ファイルの場所

 [ オプション ] - > [ 開く / 保存 ] で自動保存を設定した時は、この場所に保存されます。

 初期値では、図面が最後に保存されてから 10 分経過すると自動的に保存が実行されます。 

 図面を保存した時は、この一時的に保存されたファイルは削除されます。( 図面名 .sv$)

 

 

③  テンプレート設定

 スタートアップ ウィザードや [ 新規図面を作成 ] ダイアログ ボックスで使用される図面テンプレート 

 ファイルが検索されるパスを指定します。 

 ユーザーが作成したテンプレート ファイルがある場所に変更する場合は、ここに指定します。

 

AutoCAD LT が使用するプログラムやファイルの保存場所を示しています。 

① ユーザーが独自に用意したハッチング パターンや LISP 等のプログラムは、ここで指定します。

② バック アップや指定時間ごとに自動保存されるファイルのフォルダを指定しています。

③ テンプレート ファイルの保存場所です。ユーザーのテンプレートを指定することができます。 

④ 図面を作成中の一時的な保存場所を指定します。正常に終了すると一時ファイルは削除されます。

④  テンポラリ図面ファイルの場所

 図面を作成中は [ 図面名 .ac$] の名で一時的に保存されますが、正常に終了すると削除されます。

 

2

3

4

1
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第１部４章【図面管理】 第１部４章【図面管理】

図
面
管
理

図
面
管
理

（例 ) 指定した半径の円を選択する

[ ユーティリティ ] パネル  ->  [ クイック選択 ] を選びます。 
目的のオブジェクトを簡単に取得できます。

① [ 図面全体 ] から指定するか、  ボタン ( 赤丸 ) を押して、オブジェクトを選択します。

② [ 図面全体 ] を選ぶと、[ オブジェクト タイプ ] の中から選択します。 

　  ボタンを押すと、図面の中から図形を選択します。 

　 右図では [ オブジェクト タイプ ] の中から [ 文字 ] を 

　 選択しています。

③ [ プロパティ ] の中からオブジェクトの属性を選び、 

　 対象を絞り込みます。　

④ [ 演算子 ] から (= 等しい )、(<> 等しくない )、( すべて選択 ) 等の条件を選びます。

⑤ [ 値 ] の項目の中から選ぶか、数値等を入力します。

⑥選択したオブジェクトを選択セットに含めるか、新規に作成するかを決めます。

① [ 半径 ] が <7> 以下の円を選択します。 
　[ オブジェクトタイプ ] は ( 円 )、[ プロパティ ] は ( 半径 )、[ 演算子 ] は (< より小さい )、 
　[ 値 ] は (7) にします。

②右図のように <R6>、<R3> の円が選択されました。

2

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ ユーティリティ ] パネル -> [ クイック選択 ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [ クイック選択 ]
 コマンド  Qselect

クイック選択 [Qselect]1

クイック選択クイック選択

第1節 図形管理

1

②③④⑤の組み合わせで、[ 画層 ] が <0> の 

[ 文字 ] の絞り込みになります。

すでにある選択セットに含めるか、

新たな選択セットにするかを選択します。
[ クイック選択 ] パネルから選択

目的のオブジェクトを抽出する順番

①  [ 図面全体 ] または [ オブジェクトを選択 ]

②  オブジェクトのタイプ ( 種類 ) を選択

③  オブジェクトのプロパティを選択

④  演算子 ( = , <> , > , < , すべて ) の選択

⑤  値を選択

⑥  新しく選択セットにするかどうかの選択

下の⑤の項目に対して [ 等しい ] か [ 等しくない ] か

[ より大きい ] か [ より小さい ] かの指定です。

図面内にあるオブジェクトだけが

表示されます。

複数を選択することはできません。

4
5

6

1
2

3
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P2

P1

P3

作図した最後の図形が円弧の場合、円弧の終点から始まる線分の接線を作図することが 
できます。

① [ 作成 ] パネル -> [ 線分 ] を選択します。

② 1 点目を指定 :  P1 をクリックします。

③次の点を指定 : P2 をクリックします。

　ショートカットで、Enter を選んで 

　コマンドを終了します。

① [ 作成 ] パネル -> [ 線分 ] を選択します。

② 1 点目を指定 : P1 をクリックします。

③次の点を指定 : P2 をクリックします。

④次の点を指定 : P3 をクリックします。

⑤次の点を指定 または [ 閉じる (C)/ 終了 (X)/ 元に戻す (U)]:  

　P4 をクリックします。

　ショートカットで、Enter を選んで 

　コマンドを終了します。

円弧を P1 から P2 に作図した直後に、(P2 が円弧の終点 ) 

① [ 作成 ] パネル -> [ 線分 ] を選択します。

② 1 点目を指定 : 右クリックします。（円弧の終点 P2 が線分の始点）

③次の点を指定 : P3 をクリックします。

　ショートカットで、Enter を選んでコマンドを終了します。

単独の線分

連続した線分

P2

P1  始点 (P1) と終点 (P2)

円弧の終点に接続した線分

 始点 (P1) と次の点 (P2) と (P3) と終点 (P4)

P2 P1

P3

P4

1

2

3

線分 [Line]1

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ 作成 ] パネル -> [ 線分 ]
 プルダウンメニュー  [ 作成 ] -> [ 線分 ]
 コマンド  Line

線分

第1節 平面図形

構築線

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ 作成 ] パネル -> [ 構築線 ]
 プルダウンメニュー  [ 作成 ] -> [ 構築線 ]
 コマンド  Xline

① [ 作成 ] パネル -> [ 構築線 ] を選択します。

②点を指定 または [ 水平 (H)/ 垂直 (V)/ 角度 (A)/2 等分 (B)/

　オフセット (O)]： P1 をクリックします。

③通過点を指定 : P2 をクリックします。

④続けて、通過する点を指定します。

⑤最後は、右クリックをして確定します。

通過点 (P1)

基準点 (P1) と方向 (P2)

① [ 作成 ] パネル -> [ 構築線 ] を選択します。

②ショートカットから，水平 (H) を選びます。

③通過点を指定 : P1 をクリックします。

　続けて、通過する点を指定します。

④右クリックをして、確定します。

P1

① [ 作成 ] パネル -> [ 構築線 ] を選択します。

②ショートカットから、角度 (A) を選びます。

③構築線の角度を入力 (0) または [ 参照 (R)]:  R 

④線分オブジェクトを選択 : 

　線分 S1 をクリックします。

⑤構築線の角度を入力 <0>:  30  

　選択した図形に対する角度を指定します。

⑥通過点を指定 : P1 をクリックします。

⑦右クリックをして、確定します。

任意の点を指定して、構築線を描く

水平な構築線を描く

特定の角度で、構築線を描く

参照図形 (S1) と角度を指定

S1P1 30°

構築線 [Xline]2

1

2

3

P1

P2
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 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ 修正 ] パネル -> [ 削除 ]
 プルダウンメニュー  [ 修正 ] -> [ 削除 ]
 コマンド  Erase

① [ 修正 ] パネル -> [ 削除 ] を選択します。 

 

②オブジェクトを選択 :

　線分 S1 を選択します。( 図 1) 

　( オブジェクトが薄く表示されます。)

③オブジェクトを選択 :

　円 S2 を選択します。( 図 2)　 

　( オブジェクトが薄く表示されます。)

④オブジェクトを選択 :  

⑤ 2 つの図形が削除されます。

S2

編集コマンドのオプション機能
U   取り消し  オブジェクトの選択を取り消します。
P   直前選択  直前に選択したオブジェクトを再選択します。
L   最後選択  最後に作成したオブジェクトを選択します。
R   除外  すでに選択したオブジェクトを選択セットから除去します。
A   追加  除外モードを使用したあと、再度オブジェクトを追加選択します。

削除コマンドなどの修正コマンドを使用して図形を選択する場合に、

下の表のオプションが使用できます。

右ボタンを押したときのショートカット メニューに無くても

キーボードから入力できます。

P1

P2

P1

P2

［点 ] 選択

［窓 ] 選択

［交差 ] 選択

[ 点 ] 選択は、マウスで図形を 1 つずつ選択する方法です。

選択した図形は、薄く表示され×印が付きますから

選択されていることが確認できます。

[ 窓 ] 選択は、マウスで複数の図形を囲って選択する方法です。

マウスを左から右へ囲むと窓選択になります。

この窓の中に完全に含まれた図形だけが選択されます。

下図では、2 つの図形とも完全に含まれていないので、どちらも選択されません。

[ 交差 ] 選択は、マウスで複数の図形を囲って選択する方法です。

マウスを右から左へ囲むと交差選択になります。

この窓の中に一部分でも含まれた図形は全て選択されます。

下図では、2 つの図形とも一部が含まれているので、両方とも選択されます。（いきなり削除されます。）

削除 [Erase]1

2

3

4

削除削除

第1節 平面図形

オブジェクトを削除する1
( 元の図形 )

( 図 1) ( 図 2)

S1

[ グリップ ] 機能を使っても削除できます。

S1

Point!Point!
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 リボンメニュ－  [ 注釈 ] タブ -> [ 寸法記入 ] パネル -> [ 寸法記入 ]
 プルダウンメニュー  ありません
 コマンド  Dim

[ 寸法記入 ] パネル -> [ 寸法記入 ] -> [ 座標寸法 ] を選択します。

①フィーチャの位置を指定 :  

    円の中心 (P1) を指示します。 

②引出線の終点を指定 :

　配置する位置 (P2) を指示します。 

③寸法値 : 146.2  

[ 寸法記入 ] -> [ 座標寸法 ]

寸法記入 [Dim]2

2

寸法記入寸法の種類

第1節 寸法記入

寸法の種類

①  直列寸法  直前の寸法または選択した寸法の寸法補助線から始まる寸法

②  並列寸法  最後に記入した寸法または選択した寸法の基準線から始まる寸法

③  角度寸法  選択したジオメトリ オブジェクト間または 3 点間の角度を計測

④  半径寸法  選択した円または円弧の半径を計測

⑤  直径寸法  選択した円または円弧の直径を計測

⑥  座標寸法  データムと呼ばれる起点からフィーチャまでの水平または垂直距離を計測

⑦  引出線  矢印、水平参照線、直線の引出線とテキストやブロックで構成

寸法の種類1

寸法には、[ 垂直寸法 ][ 水平寸法 ][ 平行寸法 ][ 角度寸法 ][ 半径寸法 ][ 直径寸法 ][ 折り曲げ半径寸法 ]

[ 弧長寸法 ][ 直列寸法 ][ 並列寸法 ][ 引出線 ] があります。

 [ 寸法記入 ] コマンドは、複数の寸法コマンドを選択できます。

[ 寸法記入 ] パネル -> [ 寸法記入 ] -> [ 角度寸法 ] を選択します。

①円弧、円、線分を選択 :  

    線分 S1 を選択します。 

②角度の 2 番目の側を指定する線分を選択 :

　線分 S2 を選択します。 

③角度寸法の位置を指定 : 

　適当な位置で左クリックして確定します。

[ 寸法記入 ] -> [ 角度寸法 ]1

S1

S2

P1

×

P2

寸法の種類

4

5

6

7
1

2

3

6
3 点間の角度または 2 つの線分間の

角度を示す角度寸法を記入します。

座標寸法を記入します。

【寸法－種類 .dwg】
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 リボンメニュ－  [ 挿入 ] タブ -> [ ブロック ] パネル -> [ 挿入 ]、[ パレット ] パネル -> [ ブロック ]
 プルダウンメニュー  [ 挿入 ] -> [ ブロック ]
 コマンド  Insert

ブロック図形を挿入する（同じ図面内にあるブロック図形を挿入）

[ 建築図 .dwg] ファイルには、ブロック図形 ( 赤枠 ) が含まれています。

① [ ブロック ] パネル > [ 挿入 ] を選択します。① 

　（又は [ その他のオプション ]）② 

② [ 名前 ] の欄に <TABLE_3> を選びます。( 図 1)

③リボン ギャラリーからでも選択できます。( 図 2)

④ブロック <TABLE_3> が図面内に挿入されます。 

 　マウスで位置、尺度、回転角度を指示します。

ブロック挿入 [Insert]1

1

第1節 図形挿入

ブロック挿入

( 図 1)

( 図 2)

[ その他のオプション ]

[ リボンギャラリー ]

2019 版

2019 版

① [ ブロック ] パネル > [ 挿入 ] を選択します。 

②挿入するブロックをクリックして、図面内に配置します。

①挿入時の [ 挿入位置を指定 または ] が表示されているときに、マウスの右ボタンのショートカットから 

　[ 基点 ][ 尺度 ][ 回転 ] のオプションを指定できます。

 外部の図面をブロックとして挿入するには。

2019 版
① [ ブロック挿入 ] ダイアログの右上の [ 参照 ] ボタンを

　押して、図面を選択します。 

②ダイアログの左端に挿入した図面のパスが表示されます。

1
2

① [ ブロック ] -> [ 挿入 ] で表示される

　パネルの一番下にある [ ライブラリの 

　ブロック ...] を使います。

1

1

2

 [XY の尺度 ] や [ 回転角度 ] を指定するには。

1

2

② [ 挿入 ] パネルの下側にある [ 最近使用したブロック ...] や

　[ お気に入りのブロック ][ ライブラリのブロック ] を選ぶと、 

　[ 挿入オプション ] のパネルが表示されます。

右ボタンのショートカット1

2 挿入オプション

ブロック挿入

2020 版～ 2022 版 2020 版～ 2022 版

2020 版～ 2022 版

2020 版～ 2022 版

memo

memo
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ダイナミックブロックは、従来のブロックに移動や複写、回転、ストレッチなどのコマンドを付加した

ブロックです。

また複数のブロックを１つのブロックにまとめて、それぞれ異なる動作（1 つはストレッチであったり、

他は尺度変更であったり）を与えることができます。 

下の例を見てみましょう。

[ ダイナミックブロック ] とは

ブロックとダイナミックブロックの違い1

1

ブロックとダイナミックブロックの違いブロックとダイナミックブロックの違い

普通のブロック

ダイナミックブロック

A

B

①上の図には、普通のブロック A とダイナミックブロックＢがあります。

　今、A のブロックを右へ 3 つ配列複写しようと思います。 

② [ 修正 ] パネルの [ 配列複写 (ArayClassic)] を使います。

③ [ 配列複写 ] ダイアログで [ 矩形状配列複写 ]、[ 行 ] に <1>、[ 列 ] に <4> を指定します。

　また [ 列の間隔 ] を <700> として、Ａのイスを選択します。

④ [OK] ボタンを押してダイアログを閉じます。

⑤以下のように、右へ 3 つ複写されました。

⑥次にＢのイスをマウスで選択します。 

　イスを選択すると、イスの右方向に水色の三角形が表示されます。 

　マウスで三角形を選択して右へ動かすと、イスも指定された間隔で配列複写されます。

⑦このように、ダイナミックブロックは普通のブロックに動作 ( 尺度変更、回転、配列複写など ) が 

　付加されたブロックといえます。 

 

⑧また下図のように、ルックアップと呼ばれる一覧表を表示して、マウスでその数値を選択すれば

　配列複写の間隔を自由に変更できる機能もあります。

A

B

第1節 ダイナミックブロックとは？

A

B



レ
イ
ア
ウ
ト

レ
イ
ア
ウ
ト

第１部 10 章【レイアウト】 第１部 10 章【レイアウト】

370 371

寸法文字や矢印などの大きさは、[ 寸法スタイル ] ダイアログの [ フィット ] タブにある [ 寸法図形の 

尺度 ] で全体の尺度を指定します。

左下図は、印刷時に <1/1> で等倍印刷する場合、右下図は <1/100> で縮小印刷する場合の設定です。 

このように、印刷尺度に応じた寸法スタイルを事前に作成しておく必要があります。 

[ 文字スタイル ] や他の注釈オブジェクトも同様です。 

そのため、印刷尺度が異なる数だけ [ 寸法スタイル ] や [ 文字スタイル ] が必要になります。

［非異尺度対応注釈 ] の特徴

［異尺度対応注釈 ] の特徴3

2

設計オブジェクトと注釈オブジェクト設計オブジェクトと注釈オブジェクト

作図尺度：実寸 [ 図面範囲 <42000 × 29700>]

設計オブジェクト ( 実寸 )

[ 設計オブジェクト ] と [ 注釈オブジェクト ]1
①図面は機械部品図や建築図などの「設計オブジェクト」と文字や寸法などの「注釈オブジェクト」 で　
　成り立っています。 
　設計図はモデル空間で実寸で作図し、注釈はレイアウト空間における希望する大きさで記入します。 
　したがって、文字や寸法などの「注釈オブジェクト」 は印刷時の大きさを考慮して作成します。

注釈オブジェクト (100 倍 )モデル空間 レイアウト空間

異尺度対応注釈とは、レイアウト空間でどのような印刷尺度に設定しても、注釈オブジェクト自身が
自動的に大きさを印刷尺度に合わせてくれる機能です。 
[ 寸法スタイル ] で 2 ミリと設定すれば、どの印刷尺度でも 2 ミリの大きさで表示してくれます。
そのため、[ 寸法スタイル ] や [ 文字スタイル ] は 1 つで足りることになります。

設計オブジェクトと注釈オブジェクト1

第1節 注釈オブジェクトとは？

注釈オブジェクト ( 実寸 )

設計オブジェクト ( 実寸 )

レイアウト空間モデル空間

作図尺度：実寸 [ 図面範囲 <420 × 297>]( 図 A)

( 図 B)

( 図 A) は「水栓金具」の設計図ですが、モデル空間に配置した図枠もレイアウト空間に配置した図枠も

同じ A3 用紙の大きさです。 

このためモデル空間の寸法文字や表題欄の文字は印刷時と同じ大きさの 2 ミリで記入しています。 

一方、( 図 B) は「木造住宅」の設計図です。モデル空間では実寸で作図しますが、レイアウト空間では

A3 の用紙に収まるように配置しますから図枠も住宅の大きさに合わせて拡大して配置します。

その拡大率は印刷する尺度の逆数になります。つまり、印刷を 1/100 で行う場合は、モデル空間に記入

する文字や寸法 ( 注釈オブジェクト ) の大きさを 100 倍にします。 

例えば、印刷する文字の大きさを 2 ミリにする場合は、モデル空間では 200 ミリの大きさで記入します。

設計オブジェクト ( 実寸 )

注釈オブジェクト ( 実寸 )

設計オブジェクト (1/100)

注釈オブジェクト ( 実寸 )

印刷尺度：1/1 [A3 用紙 <420 × 297>]

印刷尺度：1/1 [A3 用紙 <420 × 297>]

異尺度に対応できる注釈オブジェクトの種類4
異尺度に対応できる注釈オブジェクトは、以下の 6 つです。

 寸法  [ 寸法スタイル管理 ] ダイアログの [ フィット ] タブから [ 異尺度対応 ] を選択。
 文字  [ 文字スタイル管理 ] ダイアログの [ サイズ ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 引出線  [ マルチ引出線スタイル管理 ] ダイアログの [ 尺度 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ハッチング  [ ハッチングとグラデーション ] ダイアログの [ オプション ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ブロック  [ ブロック定義 ] ダイアログの [ 動作 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ブロック属性  [ 属性定義 ] ダイアログの [ 文字設定 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
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① [AutoCAD LT が提供するテンプレート ] を使う場合。

    テンプレートにはインチ系の [acadlt][acadlt-Named Plot Styles] とミリ系の [acadltiso][acadltISO-Named 

　Plot Styles] の 2 種類があります。 

　[acadltiso] は < 色従属印刷スタイル >、[acadltISO-Named Plot Styles] は < 名前の付いた印刷スタイル >

　が最初から設定されています。

[ テンプレートファイル ] の選択

作図開始までの手順1

1

第1節 新規製図 AutoCAD LT のテンプレートファイル <acadltiso.dwt><acadltISO-Named Plot Styles.dwt>2
①日本仕様のテンプレートファイルは 2 種類ありますが、印刷スタイルが違うだけです。 

② [ 色従属印刷スタイル ] は使用する色が <255 種類 > に限られ、画層やオブジェクトごとに変更でき
　ません。
③ [ 名前の付いた印刷スタイル ] は使用する色が <255 種類 > 以上使用できます。
　また、画層やオブジェクトごとに [ 印刷スタイル ] を割り当てることができます。

項目 acadltiso.dwt acadltISO-Named Plot Styles.dwt
 印刷スタイル 色従属印刷スタイル 名前の付いた印刷スタイル

 文字スタイル
フォント名 TT Arial TT Arial

フォントスタイル 標準 (Standard) 標準 (Standard)
 寸法スタイル <ISO-25><Standard> <ISO-25><Standard>
 画層 <0> <0>
 線種 Continuous 実線 Continuous 実線

作図開始までの手順作図開始までの手順

<acadltiso.dwt> と <acadltISO-Named Plot Styles.dwt> の印刷スタイルの違い3
① <acadltiso.dwt> の [ 印刷スタイル ] は < 色従属印刷スタイル > です。
　画面の色で印刷時の色が決まります。画層やオブジェクトに割り当てることはできません。 
　そのため右下図の [ 画層プロパティ管理 ] ダイアログには、[ 印刷スタイル ] の項目がありません。

② <acadltISO-Named Plot Styles.dwt> の [ 印刷スタイル ] は < 名前の付いた印刷スタイル > です。
　画層やオブジェクトに [ 印刷スタイル ] を個別に割り当てることができます。 
　右下図の [ 印刷スタイル ] は初期値は <Normal> となっていますが、他のスタイルに変更できます。

共通の文字スタイル 共通の寸法スタイル

作図開始

図面設定を行う

・図面範囲・画層設定
・文字設定・寸法設定 
・線種設定・その他の設定

・名前を変えて保存
・図面内を全削除

そのまま使う

AutoCAD LT のテンプレート 自社のテンプレート 既図面を利用する

 画層  <0> のみ
 寸法スタイル  <ISO-25><Standard> のみ
 文字スタイル  <Standard> のみ
 線種  <Continuous 実線 > のみ
 その他の設定  初期値のみ

　→これをもとに自社用のテンプレートを作成して、作図を開始します。

② [ 自社作成のテンプレート ] を使う場合。 

　→すぐに作図を開始できます。

 

③ [ 既図面 ] を利用する場合。

　・[ 名前を付けて保存 ] を選び、別名で保存します。

　・図面内のオブジェクトをすべて削除します。

　・[ アプリケーションメニュー ] -> [ 図面ユーティリティ ] -> [ 名前削除 ] で不必要なオブジェクトを 

　　削除します。 

　→既存のオブジェクト ( 図形 ) を削除してから、作図を開始します。
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[ 用紙 ] の大きさと [ 印刷尺度 ] により図面範囲が決定されます。 

A3 の用紙に 1/100 の縮尺で印刷しますので、図面範囲は < 横 42000 ミリ、縦 29700 ミリ > になります。

[ 図枠 ] を作成します。

図面範囲が < 横 42000 ミリ、縦 29700 ミリ > の大きさですから、印刷するときに用紙の内側に図枠が

収まるように図枠サイズを設定します。

この例では、横の長さを <41000 ミリ >、縦の長さを <28000 ミリ > にしています。

（図枠の線の太さを印刷時に 0.5 ミリにする場合は、実際に作図する時の線の太さを 50 ミリにする必要

があります。

上図では、図枠が横 41000 ミリ、縦 28000 ミリになっていますので、この図面を 1/100 で印刷した場合、

図枠の横は 410 ミリ、縦は 280 ミリで出力されます。

[ 図枠 ] を作成します。

レイアウト範囲が < 横 420 ミリ、縦 297 ミリ > の大きさですから、印刷するときに用紙の内側に

図枠が収まるように図枠サイズを設定します。

この例では、横の長さを <410 ミリ >、縦の長さを <280 ミリ > にしています。

（図枠の線の太さを印刷時に 0.5 ミリにする場合は、実際に作図する時の線の太さも 0.5 ミリにする

必要があります。

上図では、図枠が横 410 ミリ、縦 280 ミリになっていますので、この図面を 1/1 で印刷した場合、

図枠の横は 410 ミリ、縦は 280 ミリで出力されます。（同じ大きさ） 

図形は A3 の用紙に配置する時点で縮小していますので、印刷の尺度は 1/1 になります。

2
2

印刷をレイアウト空間で行う印刷をモデル空間で行う

作図の [ 図面範囲 ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/100） 印刷の [ レイアウト ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

[ 図面 ] の大きさと [ 用紙 ] の大きさは同じですので、レイアウト範囲は < 横 420 ミリ、縦 297 ミリ > です。

1 1

[ 図面範囲 ] の設定は必ずしも必要ではありませんが、

印刷時に [ 印刷対象 ] から [ 図面範囲 ] を選択できます。

レイアウトタブから [ レイアウト ] の設定は必須です。

用紙サイズやプリンタ / プロッタの設定を行います。

図枠はモデル空間に作成します。
図枠はレイアウト空間に作成します。

第 1節の内容 印刷をモデル空間で行う 第 2節の内容 印刷をレイアウト空間で行う

Point!
Point!
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完成した建築図面  建築 ( モデル 10- 完成 ).dwg

新規ファイルに [A3 用紙・1/100] 用のファイルを使います。

① [ クイックアクセス ツールバー ] -> [ 新規作成 ]

     ファイルの種類に [dwg] ファイルを選び、使用する図面のあるフォルダに移動します。

③ [A3・1/100] 用の図面を新規図面として使用します。（この例では < 図枠 A3> を使います。）

     下図のように図枠が表示されました。

1

建築図面（テンプレート挿入）

第1節 モデル空間に作図し、印刷する

建築図面（作成手順）

呼び出すファイルが存在している場所は上のダイアログに表示されている位置と
必ずしも同じではありません。

② [ 開く ] ボタンを押して、ファイルを開きます。

作 成 手 順（作図も印刷もモデル空間）

 1
 [A3 用紙・1/100] 用の図面をテンプレート図面として使います。

 A3 用紙、縮尺 1/100 用の図面をテンプレートファイルとして使用します。
 （図面範囲は < 横 42000 ミリ、縦 29700 ミリ > になります。）

 2
 [ 壁芯 < 通り芯 >] を作図

 [ 真壁・大壁 ] と [ 間仕切り壁 ] の壁芯を作図します。

 3   4
 [ 躯体 < 柱・壁 >] を作図

 柱と壁を作図します。

 5   6
 [ 建具 < 扉・窓 >] を作図

 扉と窓を作図またはブロック挿入します。

 7
 [ 家具等 ] を作図

 家具や什器などを作図またはブロック挿入します。

 8   9
 [ 文字・ハッチング ] を作図

 居間や和室などの部屋名とハッチングを作図していきます。

 10  11
 [ 寸法線 ] の作図と印刷

 寸法を記入し、印刷を行います。 通常、図枠は一番最後に配置しますが、全体のバランスが判るように最初に配置しました。
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作図の [ 図面範囲 ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

[ 図面 ] の大きさと [ 用紙 ] の大きさは同じですので、図面範囲は<横 420 ミリ、縦 297 ミリ >です。

[ 図枠 ] を作成します。

印刷の [ レイアウト ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

[ 図面 ] の大きさと [ 用紙 ] の大きさは同じですので、レイアウト範囲は<横 420 ミリ、縦 297 ミリ >です。

[ 図枠 ] を作成します。

レイアウト範囲が<横 420 ミリ、縦 297 ミリ >の大きさですから、印刷するときに用紙の内側に図枠が

収まるように図枠サイズを設定します。

この例では、横の長さを<410 ミリ >、縦の長さを<280 ミリ >にしています。

（図枠の線の太さを印刷時に0.5ミリにする場合は、実際に作図する時の線の太さも0.5ミリのままです。)

上図では、図枠が横 410 ミリ、縦 280 ミリになっていますので、この図面を 1/1 で印刷した場合、

図枠の横は 410 ミリ、縦は 280 ミリで出力されます。（同じ大きさ）

図形は A3の用紙に配置する時点でも等倍なので、印刷の尺度は 1/1 になります。

1

2

1

2

印刷をレイアウト空間で行う印刷をモデル空間で行う

図面範囲が<横 420 ミリ、縦 297 ミリ >の大きさですから、印刷するときに用紙の内側に図枠が収まる

ように図枠サイズを設定します。

この例では、横の長さを<410 ミリ >、縦の長さを<280 ミリ >にしています。

（図枠の線の太さを印刷時に0.5ミリにする場合は、実際に作図する時の線の太さも0.5ミリのままです。)

上図では、図枠が横 410 ミリ、縦 280 ミリになっていますので、この図面を 1/1 で印刷した場合、

図枠の横は 410 ミリ、縦は 280 ミリで出力されます。（同じ大きさ）

A3の用紙に図形を配置する時点では等倍なので、印刷の尺度は 1/1 になります。

[ 図面範囲 ] の設定は必ずしも必要ではありませんが、

印刷時に [ 印刷対象 ] から [ 図面範囲 ] を選択できます。

レイアウトタブから [ レイアウト ] の設定は必須です。

用紙サイズやプリンタ /プロッタの設定を行います。

図枠はモデル空間に作成します。 図枠はレイアウト空間に作成します。

第 1節の内容 印刷をモデル空間で行う 第 2節の内容 印刷をレイアウト空間で行う

Point!
Point!



478 479

第２部 5章【機械図面】 第２部 5章【機械図面】

機
械
図
面

機
械
図
面

新規ファイルに [A3 用紙・1/1] 用のファイルを使います。

③レイアウト空間に図枠が作成済みの図面を新規図面として使用します。

　レイアウト空間には図枠が表示されています。

　（新規図面ですから、<Drawing> という仮の名前がついています。）

① [ クイックアクセス ツールバー ] -> [ 新規作成 ]

　ファイルの種類に [dwg] ファイルを選び、使用する図面のあるフォルダに移動します。

呼び出すファイルが存在している場所は上のダイアログに表示されている位置と
必ずしも同じではありません。

② [ 開く ] ボタンを押して、ファイルを開きます。< 機械 ( レイアウト 0-A3 図枠 .dwg)>

1

機械図面（テンプレート使用）機械図面（作成手順）

第1節 モデル空間に作図する

④上図のように、すでにレイアウト空間には図枠がセットされています。 

　モデル空間に切り替えて、作図を行います。

完成した機械図面 ( 作図はモデル空間 ) 機械 ( モデル 6- 完成 ).dwg

作 成 手 順（モデル空間 ＆ レイアウト空間）

 1
 [A3 用紙・1/1] 用の図面をテンプレート図面として呼び出します。

 A3 用紙、縮尺 1/1 用の図面をテンプレートファイルとして使用します。
（図面範囲は < 横 420 ミリ、縦 297 ミリ > になります。）

 2
 [ 中心線 ] を作図。

 パーツの中心線を作図します。

 3   4   5
 [ 外形線 ] を作図。

 パーツの外形線とハッチングを作成します。

 6
 [ 寸法 ] を作図。

 寸法を記入します。

 7
 レイアウト空間に図形を配置。

 [ レイアウト空間 ] に切り替えて、図形を配置します。

 8
 [ 部品 ] を挿入。

 図面内に外部の部品を外部参照で挿入します。

 9
 [ 部品 ] の修正と [ 印刷 ] の設定。

 挿入した部品を修正して、印刷の準備をして印刷します。
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